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第70 回 丹後織物求評会開幕 

 

 

経済産業大臣賞 

第１部 後染織物  

 『菱絽（駒絽）』 

安田織物株式会社（与謝野町）   

入賞作品決定!! 
 

丹後織物工業組合では、第７０回丹後織物求評会を１１月１３日(水)～１５日(金）の３日間

に亘り、「ＴＡＮＧＯ ＢＥＧＩＮＳ ＴＯ ＭＯＶＥ」をテーマに丸池藤井ビル３階展示場にて開

催。初日の１３日には、組合員機業３２業者から出品された２１０点の作品について審査会が

行われた。 

審査会では高橋 忠嗣氏（大高株式会社 代表取締役会長）を審査委員長に、総勢１６名の審

査員によって｢後染織物｣・「先染織物｣の各部門に別れて織技術、市場性、意匠面など細目にわ

たり厳格な審査が行なわれた。 

その結果、栄えある経済産業大臣賞に後染織物部門（和装着尺・洋装地）から「菱絽（駒絽）」

（安田織物株式会社）が選出された。このほか、中小企業庁長官賞に「御召 令輪華文」（株式

会社ワタマサ）、経済産業省製造産業局長賞に「帯地 先練三重織 華紋に唐草」（株式会社ワタ

マサ）と「キヌチ帯揚」（有限会社梅徳機業場）、また農林水産省生産局長賞には「先染三重織 黒

地網代格子」（篠春織物株式会社）、近畿経済産業局長賞に「波絽（駒絽）」（安田織物株式会社）

など１２賞１５点の入賞作品を選出するとともに、「丹後ちりめん回廊」が日本遺産に認定さ

れたことを記念した「日本遺産特別賞」１点を選考した。（入賞作品および審査総評は裏面のと

おり） 

また、本年も第３部「男のきもの」部門については、求評会審査員及び展示会初日（１４日）の来

場者による投票によって入賞作品を選出する特別審査を実施しており、展示会２日目の１５日に投票

結果が会場内で発表される。 

 今回、来年 2020 年の「丹後ちりめん創業 300 年」に向けて、織物総合産地として広幅織物に挑戦

する機業が増えていることもあり、後染・先染部門に洋装地の商品が出品されている。 
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※第１部・・・後染織物  第２部・・・先染織物 

 

第 1部  キヌチ帯揚   有限会社 梅徳機業場 

経 済 産 業 大 臣 賞 

中 小 企 業 庁 長 官 賞 

経 済 産 業 省 製 造 産 業 局 長 賞 

〃 

農 林 水 産 省 生 産 局 長 賞 

近 畿 経 済 産 業 局 長 賞 

京 都 府 知 事 賞 

〃 

全 日 本 き も の 振 興 会 会 長 賞 

京都 織物卸商 業組合理 事長賞 

日本絹人繊織物工業組合連合会理事長賞 

日本 絹人繊織 物工業会 会長賞 

繊 研 新 聞 社 賞 

丹 後 織 物 工 業 組 合 理 事 長 賞 

〃 
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第１部 

第１部 

第２部 

第１部 

第２部 

第１部 

第１部 

菱絽（駒絽） 

御召 令輪華文 

帯地 先練三重織 華紋に唐草 

キヌチ帯揚 

先染三重織 黒地網代格子 

波絽（駒絽） 

紋古代 段角通し 

帯揚 双翼 

糸把紋意匠 モザイク麻の葉 

経紬 本古代帯 

ＬＩＶＥＬＹ ＢＯＯＫ ＳＨＥＬＦ 

先染 角通しに七宝ウロコ 

水玉ブロック 

新変わり古代 

衿地 三重織 波模様に亀甲 

安 田 織 物 ㈱ 

㈱ ワ タ マ サ 

㈱ ワ タ マ サ 

㈲ 梅 徳 機 業 場 

篠 春 織 物 ㈱ 

安 田 織 物 ㈱ 

篠 春 織 物 ㈱ 

織 元 金 重 

田 勇 機 業 ㈱ 

田 勇 機 業 ㈱ 

柴 田 織 物 

篠 春 織 物 ㈱ 

江 原 産 業 ㈱ 

田 勇 機 業 ㈱ 

㈱ ワ タ マ サ 

《審査総評》  

 

第７０回と、伝統ある丹後織物求評会のご盛会、誠におめでとうございます。丹後織物工業組合

におかれましては、２０２０年の丹後ちりめん創業３００年に向けて、実行委員会を組織され、「新

商品開発・販路開拓事業」や「国内外の学生とのコラボ」等々、「丹後ちりめん」ブランドの魅力

ある活動を展開されています。１０月に首都圏で行われた展示商談会は非常に評判が良かったと伺

っています。未来に向けて勇気をもって行われる活動を感服の思いで拝見しています。 

さて、今回の求評会は特に出品者数、点数ともに昨年より多く、洋装の広幅素材も新たに加わり

ました。設備の老朽化や職人さん達の高齢化により、技術力の高い商品が作れなくなってきている

なか、ものづくり産地である丹後産地が元気を出していただいていることは、流通業界である我々

にとりましても非常に有り難いことだと思っています。 

着物には必ず白生地、染め生地が必要です。各機業さまには、現代へ愛される丹後ちりめんの心

と技を未来に繋いでいただくようお願いまして、総評といたします。 

入賞作品  

日本遺産特別賞 


